
羅
什
課
法
華
経

の
考
察

(
三
)(戸

田
)
 

一
五
〇

羅
什
繹
法
華
経
の
考
察

(三
)

-
方

便
品
第
百
三
十
四
偶
に
就

い
て
-

戸

田

宏

文

法
華
経
方
便
品
第
百
三
十
四
偶
に
就
い
て
、
法
護
課
及
び
西
藏
課
を

封
照
し
つ
ゝ
、
こ
の
偶
の
羅
什
課
を
解
明
せ
ん
と
す
る
の
が
小
稿
の
目

的
で
あ
る
。
こ
の
偶
の
諸
課
を
封
照
す
れ
ば
、
次
の
如
く
で
あ
る
。

(妙
)

如
三
二
世
諸
佛

説
法
之
儀
式
一

我
今
亦
如
レ是

説
二無
分
別
法
一

(正
)

亦
如
二往
古

諸
佛
大
聖
一

亦
如
二當
來

最
勝
之
法
一

吾
復
如
レ是

濁
二棄
衆
想
一

然
後
爾
乃

講
二天
奪
法
一

(
梵
)
 

y
a
t
h
a
i
v
a
 t
e
s
a
m
 
p
u
m
a
n
a
 

t
a
y
i
n
a
m

(
西
)
 

s
n
a
 m
a
h
i
 s
k
y
o
b
 
p
a
 d
e
 d
a
g
 c
i
 h
d
r
a
 d
a
n
/
/

先

ず
、

梵

文

の
偶

の
内

容

か

ら
考

察

し

よ
う
。

こ

こ

で
問

題

と

し

た

い
の

は
、

d
h
a
r
m
a
ta
と

v
ik
a
lp
a
-v
a
r
jit
a
と

い
う

語

で
あ

る
。

は

じ
め

の

d
h
a
r
m

a
ta
は
、

原

始

経

典

に

し
ば

し

ば

出

て
く

る
。

相

慮

部

六

・

一

・
二

に

(
2
)

と
あ

る
。

こ

こ

で
は

d
h
a
m
m
a
t
a
は

「
お

き

て
、

き

ま

り

」

と

い
う

(
3
)

意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
漢
課
者
達
は
こ
れ
を

「
法
」

(4
)

或

い
は

「
法
要
」
と
課
し
て
い
る
。

(5
)

因

み

に
d
h
a
m
m
a
t
a
の
同

義

語

と

さ

れ

る

p
a
k
a
ti
(
=
p
r
a
k
r
t
i
)

に
就

い

て
も
、

同

様

な

用

例

が

A
s
o
k
a
 ln
sc
r
ip
t
io
n
や
M
i
l
i
n
d
a-

(6
)

p
a
n
h
a
、
D
ig
h
a
n
ik
a
y
a
に

見

ら

れ

る
。

そ

こ

で
も
、

p
a
k
a
ti
は

「
お

き

て
、

き

ま

り
、

規

定

」

等

の
意

味

で

用

い
ら

れ

て

い

る
。
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こ
の
よ
う
に
、
前
掲
の
相
慮
部
の
偶
の
用
例
か
ら
み
て
、
法
華
経
の

偶
文
の

d
h
ar
m
a
ta
も
、

「
お
き
て
、
き
ま
り
、
法
則
」
と
い
う
意
味

で
あ
ろ
う

と
考
え
ら
れ
る
。
從

っ
て
法
護
は

「當
來
最
勝
之
法
」
と
繹

し
、

羅

什

は

「
三
世

諸

佛

説

法

之
儀

式

」

と
醗

じ
た

に
相

違

な

い
。

彼

は
佛

に
種

々
な

る

儀

式

(
=
お

き
て
)

が
あ

る
中

で
、

後

述

す

る

如

く
、

開

三
顯

一
の
説

法

の
仕

方

(儀

式
)
を

殊

に
強

調

し

て

こ

の

よ

う

に

課

し

た

と
考

え

ら

れ

る
。

次

に
、
v
ik
a
」p
a
-v
a
r
jit
a
で

あ

る

が
、
偶

の

c
-p
a
d
a
は

a
-
,b
-
pa
d
a

と
同

じ
構

文

と
考

え
ら

れ

る

の

で
、
v
ik
a
」p
a
-v
a
r
jit
a
は
、
d
h
a
r
m
a
ta

と
封

を

な

し

て

い
る
語

と

み
ら

れ

る
。

從

っ
て

ぐ
ik
a
」p
a
-v
a
r
ji
ta
は

く
ik
a
」p
a
-y
a
r
ja
に

所

有

を

表

わ

す

語

を

造

る
、

ta
d
d
h
ita
s
u
ffix
-
in

を

つ
け

て

v
ik
a
」p
a
-v
a
r
j
in
を

造

り
、

更

に
抽

象

名

詞

を

造

る

t
a
d
-

d
h
it
a
-
suffix
-
ta
を

つ
け

て
造

ら

れ

た

抽

象

名

詞

で

あ

る

と

考

え

ら

(
7
)

れ
る
。
帥

ち

「
分
別
を
捨
て
る
こ
と
を
有

っ
て
い
る
こ
と
、
分
別
を
捨

て
ゝ
い
る
こ
と
」
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
だ
か
ら

c
-p
ad
a
は

「私
に

も
亦
、

こ
の
分
別
を
捨
て
ゝ
い
る
こ
と
が
あ
る
」
之
課
せ
よ
う
。
法
護

は
こ
れ
を

「衆
の
想
を
鰯
棄
し
て
」
と
課
し
て
い
る
。

一
方
、

羅
什
は
ど
う
か
と
云
え
ば
、
過
去

・
未
來
の
諸
佛
の

「
お
き

て
、
き
ま
り
」
は
、
現
在
佛
た
る

「私
」

の

「分
別
を
捨
て
ゝ
い
る
こ

と
」

で
あ
る
と
み
て
、
「
如
三
世
諸
佛
読
法
之
儀
式
」
と

「
三
世
諸
佛
」

と
ま
と
め
、
又

一
方

「
分
別
を
捨
て
た
状
態
で

(y
ath
a
…
)
」
d
-p
a
d
a

に
述

べ
ら
れ
て
い
る
如
く
法
を
説
く
の
で
あ
る
か
ら
、
読
か
れ
た
法
も

亦

當

然

分

別

を

離

れ

た

も

の
と
考

え

て
、

部

ち

主

観

の
状

態
を
、

封

象

の
説

か

れ

る

法

に
移

し

て
、

d
-p
a
d
a
を

「
説

二
無

分
別

法

こ

と

課

し

た

と

云

っ
て
よ

い

で
あ

ろ
う
。

西

藏

課

は
、

a
-p
a
d
a
の

冒

頭

に

あ

る

y
a
th
a
の

b
-
pa
d
a
に

の
み

か

け

て
讃

ん

で

い

る

(
こ
れ
は
法
護
繹
も
同

様

で
あ
る
。
)
c
-
pad
a
を

「
そ

れ

(
印

ち
お
き
て

c
ho
s
n
id
=
d
h
a
r
m
a
t
a
)

は
私

に

と

っ
て
も

分

別

を

捨

て

た
も

の
で

あ

る
」

と

解

し

て
、

「
私

も

亦

そ
れ

を

分

別

す

る

こ

と
を

捨

て

ゝ
」

と
繹

し

て

い
る
。

で

は
、

過

去

・
未

來

の
諸

佛

の

「
お

き

て
」
印

ち

そ

れ

は
亦

現

在

佛

た

る

「
私
」

の
分

別

を
捨

て

た
朕

態

で
あ

る

が
、

そ

れ

は
も

っ
と
具

膿

的

に

は
如

何

な

る

こ

と

で
あ

ろ

う

か
。

そ

れ
を

次

に
考

察

し

よ

う
。

方

便

品

の
長

行

に
次

の
如

く

説

か

れ

て

い
る
。

(
唯

ゝ

一
乗

に
關

し
て
の
み
、
法
を
衆
生
に
読

く
。
印
ち

そ
れ

は
佛
乗

で
あ

る
。
第

二
或

は
第
三

の
乗

は
全
く
存
在
し
な
い
。

こ
れ

こ
そ
が
、

十
方
世
界

(8
)

中
何
庭

に
於

て
ゞ
も

(
諸
佛

の
)
お
き
て

(
き
ま
り
)

で
あ
る
。
)

同

様

な
内

容

が
、

方

便

品
第

五
十

四

偶

に
、

「
實
に

こ
の
世
に
は
、

唯
だ

一
乗

の
み
あ

っ
て
、
第
二
も
な
く
、
第

三
も
な

(9
)

い
。
最

上
人

の
、
種

々
の
乗
を
顯
示
す

る
と
い
う
方
便
を
除

い
て
。
」

羅
什
課
法
華
経

の
考
察
(
三
)
(
戸

田
)
 

一
五

一
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羅
什
課
法
華
経

の
考
察
(
三
)(
戸

田
)
 

一
五
二

と
説
か
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
「種

々
の
乗
を
顯
示
す
る
と
い
う
方
便
」
と
は
如
何

な
る
こ
と
で
あ
る
か
と
云
え
ば
、
同
品
第
六
十
九
偶
に

「私
の
善
巧
方

便
は
こ
の
よ
う
な
形
の
も
の
で
あ
る
、
部
ち
三
乗
を
顯
示
す
る
こ
と
で

(
10
)

あ
る
。
」
と
説
か
れ
て
い
る
如
く
、
三
乗
を
顯
示
す
る
こ
と
に
他

な
ら

な
い
。
從

っ
て
、
「
三
世
諸
佛
の
お
き
て
、
き
ま
り
」
と
い
う
こ
と
は
、

「三
乗
方

便
を
開
い
て
、

一
乗
眞
實
を
示
す
こ
と
」
と
云
っ
て
相
違
な

い
で
あ

ろ
う
。

こ
の
こ
と
を
羅
什
は
法
師
品
に
於
て
明
確
に
課
出
し
て
い
る
。

右
に
示
し
た
斜
字
の
部
分
印
ち

「實
に
こ
の
法
門
は
最
高
の
深
密
義

の
語
を
開

示
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
内
容
を
、
羅
什
億

「此
経
開

方
便
門
、

示
眞
實
相
」

と
課
し
、
方
便
を
そ
れ
自
髄
に
具
し
て
い
る
眞

實
の
相
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
法
護
課
に
は

「
此
経
典
者
、
道
法
之

首
、
衆
慧
之
元
…
…
」
と

課
さ
れ
て
い
る
の
を
み
れ
ば
、
自
ら
首
肯
さ

れ
る
で
あ
ろ
う
。

又
、
方
便
品
第
百
三
十
二
偶
も
、
羅
什
は
方
便
と
眞
實
と
を
問
題
と

し
て
意
識
し
て
隷

を
な
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

梵
文
で
は
、
「
そ
の
時
、
私
は
畏
れ
無
く
、
喜
び
、

一
切
の
怯
弱
を
捨

て
ゝ
、
善
逝
の
自
ら
の
子
等
の
中
に
於
て
説
き
、
彼
等
を
こ
そ
菩
提
に

私

は
勧

導

す

る
。
」
と

い
う

内

容

の
偶

を
、

羅

什

は

「
今
我
喜
無
畏

於
二
諸
菩
薩
中

一

正
直
捨
二
方
便

一

但
説

二無

上
道

こ

と
課

し

て

い
る
。

「
一
切

の
怯

弱

を

捨

て

ゝ

s
a
m
l
iy
a
n
a
m
 
s
a
r
v
a
 v
i-

v
a
r
ja
y
itv
a
」
を

「
正

直

捨

方

便
」

と
課

し

て
第

四

句

と
關

連

せ

し

め

て

い
る
。

つ
ま

り
、

方

便

と
無

上
道

即

ち
方

便

と
眞

實

と
を

明
確

に

辮

別

し

て
課

出

し

て

い
る

よ

う

で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

s
a
m
h
y
a
n
a
は

北

傳

佛

典

で

は

「
下

劣
、

退

弱
、

退

縮
」

等

と

「
心

が
沈

ん

で

畏
縮

し

て

い
る

こ
と
」

の
意

味

で
課

さ

れ

る

の
が

常

の
よ

う

で
あ

る
。

羅

什

も
安

樂

行

品
第

二
十

三

偶

に

「
無

レ
有

二

(
13
)

怯

弱

一
n
a
 c
a
p
i
 sa
m
l
iy
a
n
a
 ta
s
y
a
 k
a
c
it
」
と

誰
し

て

い
る
。

し

か

し
、

こ

こ

で
は

「
正

直
」

が
、

s
a
m
l
iy
a
n
a
m
 
s
a
r
v
a
 v
iv
a
r
j
a
y
itv
a

の
課

で
あ

る

こ
と

は
明

ら

か

で

あ

る
。

吹

に

「
正

直
」

と

い
う

こ
と

を
考

え

て

み

る

に
、

二

乗

を

直

き

づ

け

に
読

い
て

も
、

種

々
の
性

欲

を

も

つ
衆

生

に

は
了

解

し

難

い

の

で
は

な

い
か

と

躊
躇

っ
て
、

衆

生

の
根

性

の
利

鈍

に
随

慮

し

て
種

々

の
乗

を

顯

示

し

て

い
た

が
、

そ

う

い
う

方

便

を

捨

て
る

こ
と
」

と

云

え

よ

う
。

だ

か

ら

d
-p
a
d
a
の

「
彼

等

を

こ

そ
菩

提

に
勧

導

す

る
」

こ
と

を

一
層

は

っ
き

り

さ

せ

る
た

め

に
、

「
捨

方

便

」
を

つ
け

加

え

て
課

し

た

に

相
違

な

い

で
あ

ろ
う
。

法

護

は

こ

の

偶

を

「
佛

時

挽

豫

乗

レ
修

勇

猛

慮

レ
時

解
三
断

一
切

諸

結

一

今

日

當
下
読

二

最
勝

自

由

一

或

以

二
勧

助
司

使
参
入

二佛

道

こ

と
課

し
、

s
a
m
」
iy
a
u
a
m
 
s
a
r
v
a

v
iv
a
r
ja
y
it
V
a
を

(14
)

「
鷹
時
解
断

一
切
諸
結
」
と
課
し
て
い
る
ひ

こ
の
如
く
法
護
課
に
は
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羅
什
課

に
み
ら
れ
る
が
如
き
方
便
と
無
上
道
と
い
う
辮
別
が
な
さ
れ
て

い
な
い
。

以
上
述
べ
た
如
く
、
「
諸
佛
の
お
き
て
、
き
ま
り
」
と
い
う
の
は
、
三

乗
方
便

一
乗
眞
實
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
云
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し

か
し
な
が
ら
、
そ
の

「
お
き
て
」
は
、
偶
文
か
ら
わ
か
る
如
く
、
亦
無

分
別
で
あ
る
こ
と

v
ik
a
lp
a
-v
a
rjita
で
あ
る
故
に
、
三
乗
と

一
乗
と

は
亦
無
分
別
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
法
華
文
句
に
も
「
又
樺
實
本
無
二

分
別
殉
爲
二鈍
根
小
智
一
、分
二別
樺
實
一
、今
還
悟
入
、
一
三
不
レ
二
。
佛
読
三

(15
)

三

一
無

二
分
別

一也
。
」

と

述

べ
ら

れ

て

い
る

如

く
、

一
乗

の

實

教

は
、

三

乗

の
樺

敢

を
離

れ

な

い
も

の

で
あ

る

と

云
え

よ

う
。

1
 (
妙
)

は
羅
什
課

(
大
正
9
-
1
0
a
)
、
(
正
)

は
法
護
課

(
同
7
2
c
)
、(
梵
)

は

N
ep
a
l
本

(
荻
原
本

p
.
5
6
)
、
(
西
)

は
西
藏
課

(
北
京
影
印
版

3
0
,

3
 

P
a
li-E
n
g
lish
 D
ic
t
io
n
a
ry
 (
e
d
.b
y
 P
T
S
.
)…
赤
沼

智

善

著

「
原

始

佛
敏

之

研

究
」

p
p
.3
5
-
3
7
;
M
.
u
n
d
 W
.
G
e
ig
e
r
:
 P
a
li
 D
h
a
m
m
a

S
.
1
9
,2
8
参
昭
恥
。

4
 

雑

阿

含

巻

四

十

四

(
大

正

21
3
2
2
a
)
、
別

繹

雑

阿

含

巻

五

(
大

正

2-

4
1
0
b
)
、
出

曜

経

巻

二
十

一

(
大

正

4
-7
1
8
c
法

集

要

頽

経

巻

二

(
大

正

4
-7
87
c
)
。

d
h
a
r
m
a
ta
な

る

語

は
、

D
iv
y
a
v
a
d
a
n
a
,
 
A
v
a
d
a
n
a
s
a
ta
k
a
,
 Vin
a

-

y
a
に
非
常
に
多

く
用

い
ら
れ
て
い
る
。

そ

の
典

型

的

な

用

例

は

P
.
L
.

D
v
itiy
a
m
 
p
a
ris
is
ta
m
 
N
o
.
 H,N
o
.
1
1
に

學

げ

て
あ

る

の

で
参

照

さ

れ

た

い
。

そ

れ

ら

に

相
慮

す

る
律

か

ら
漢

繹

を

あ

げ

る

と
、

義

漂

は

「
法

爾

」
「
常

法

」

の
爾

語

を

以

て
課

し

て

い

る

(
例

え

ば

大

正

2
3
-
6
69
a
,-

8
7
9
a
 e
t
c
.
)
。羅

什

も

十
諦

律

巻

二
十

一
で

d
h
a
rm

a
ta
を
「
常

法

L

と

課

し

て

い

る
(
大

正

2
3
-
14
8
c
,S
k
t
.J
A
.
1
9
3
8
p
.
 43
 fo
l
.5
a
4
-
5
)
。

又
、

僧

伽

提

婆

は

d
h
a
m
m
a
t
a
を

「
法

自

然

」

と
課

し

て

い

る

(
中

阿

含

巻

十

大

正

1
-
4
85b
,
 A
N
.
v
o
l
.V
,
p
.
2
)
。

法

華

経

に
於

け

る
他

の

d
h
a
r
m
a
ta
の

用

例

を
次

に
あ

げ

て

お
く
。

如

來

神

力

品

第

一
偶

(
妙
)

諸
佛
救
世
者

住
二
於
大
神
通

一

爲
レ
挽
二
衆
生

幅故

現
二
無
量
神
力

一
(
大
正

9
-
5
2
a
-
b
)

(
正
)

世
懲
哀
法

不
可
思
議

而
常
建
二
立

神
通
之
慧

一

亦
復
示
現

普
等
明
目

衆
生

一
切

悉
得
二
歓
喜

一
(
大
正

9
-
1
2
4
b
-
c
)

(
西
)

(
北
京
影
印
版

3
0
,
6
8
-
5
-
8
-
6
9
-
1
-
1
)

安
樂
行
品
第
六
十
七
偶

羅
什
繹
法
華
経

の
考
察

(三
)
(
戸

田
)
 

一
五
三
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羅
什
課
法
華
経

の
考

察

国

(
戸

田
)
 

一
五
四

(
妙
)

又

見
下
自

身

在

二
山

林

中

一

修

二
習

善

法

一

謹

二
諸

實

相

一

深

入
二
灘

定

一

見
中
十

方

佛
上

(
大

正

9-
39
c
)

(
正
)

己

身

景

曜

所

レ
照

光

光

其

奉

二
行

是

願

所

レ
獲

若
レ
此

得

レ
成

二
正

畳

一

而

轄

二
法

輪

一

則

親

二
弘
摸

一

乃

見

二
最

勝

一
(
大

正

9
-
1
1
0
a
)

(
西
)

(
北

京

影
印

版

3
0
,
52
-
5
-
4
-5
)

1
6
8
 
&
 
p
.
 

1
7
0
(
長

阿

含

巻

十

六

大

正

1
-
10
3
c
「
不

共
法

」
)
。

8
 
荻
原
本

p
.3
7
 
l
l
.
 
2
2
-

2
5

(
妙
)

舎
利
弗
、

如
來
但
以
二
一
佛
乗

一故
爲
二
衆
生

一説
レ
法
。

無
レ
有
二
蝕
乗

若

二
若
三
一
。舎
利
弗
、

一
切
十

方
諸
佛
法
亦

如
レ
是
。
(
大
正
9
-7
b
)

(
正
)
以
二
佛
聖
明
一
而
分
二
別
之
幻
轄
使
レ
増
二
進
唯
大
畳

乗
一
、無
レ
有
二
二
乗

一

況
三
乗
乎
。

十
方
世
界
諸
佛
世
尊
去
來
現
在
亦
復

如
レ
是
。

(
同
6
9
c
)

(
西
)
(
北
京
影
印
版

3
0
,
 
1
0
-
1
-
5
-
6
)

9
(
妙
)

十
方
佛
土
中

唯
有
二
一
乗
法
一

無
レ
二
亦
無
レ
三

除
二
佛
方
便
読

一
(
大

正

9
-
8a
)

(
正
)
佛
道
有
レ
一

未
二
曾
有
7
二

何

況
於
レ
世

而
當
レ
有
レ
三

除
下
人
中
上

行
二
禮
方
便

一

以
レ
用
レ
乗
故

開
化
説
占
法

(
大
正

9
-
7
0
b
)

(
西
)

(
北
京
影
印
版

3
0
,
 
1
1-
3
1
3
-
4
)

10
(
妙
)

我
有
二
方
便
力

一

開
二
示
三
乗
法

一

一
切
諸
世
奪

皆
説
二
一
乗
道

一
(
大
正

9-
8b
)

(
正
)

今
我
如
レ
是

行
二
槽
方
便

一

各
令
二
休
息

一

説
二
三
乗
教

一

其
乗
有
レ
一

亦
不
レ
非
」

大
聖
世
奪

故
復
説
レ
一

(
大
正

9
-
7
0
c
)

(
西
)

(
北
京
影
印
版

3
0
,
 

1
1
-
4
-
8
)

11
(
妙
)

此
経
開
二
方
便
門
一
示
二
眞
實

相
輔
是
法
華
経

藏
深
固
幽

遠

無
二
人

能

到
一
、今
佛
教
化
成
二
就
菩
薩

一而

爲
開

示
。
(
大

正

9-
3
1
c
)

(
正
)

此
経
典
者
道
法
之
首
、

衆
慧
之
元
、

成
就
菩
薩
。

(
同

1
0
1
c
)

(
西
)

(
北
京
影
印
版

3
0
,
 

4
2
-
3
-
8
-
4
-

1
)

こ
の
文
は
天
台
大
師

に
依

っ
て
重
覗

さ
れ
て
い
る

(
法
華
玄
義
序
王
参

照
)
。
又
、

法
華
経

に
お
け

る

sa
n
d
h
a
b
h
a
s
ita
或

は
こ
れ
と
語
源
を
同

じ
く
す
る
諸
語
の
羅
什
繹

に
つ
い
て
、
問
題

と
す

べ
き
匙
が
あ
る
が
、

別

の
機
會

に
述

べ
る
こ
と
に
す
る
。

12
 

同
じ
く
法
華
玄
義
序
王
参
照
。

13
 

正
無
所
怯
軟

(
大
正

9
-
1
0
8
b
)
。

14
 

法
護

は

sa
m
liy
a
n
a
を
語
根

S
a
m

l
i
の

「
著

す
る
」

と
い
う
意
昧

を
と

っ
て

「
結
」

と
課
し

て
い
る
よ
う
で
あ

る
。

15
 

法
華
文
句
巻
五
上

(
大
正

3
6-
62
c
)
。
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